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縄文時代早期 (約8000年前)に埋められた縄文土器
三朝地区の歴史
鳥取県東伯郡三朝町は急峻な中li)山地を南に控え､その｢lr国山地から流れ出る三徳川､加戊川､竹田
川が山あいに狭い沖積地を形成しています｡そのうち､三徳川の と流には奈良時代に開かれたと伝えら
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れる三徳山三仏寺があり､その奥院 (投入堂)は国電に指定されています｡
岡山大学はこの三朝町に医学部付属病院三朝分院､同体地球研究センターなどの施設をイ丁しています.
これまでこれらの施設の周辺ではわずかに古墳や城砦と思われる遺構が確認されていたにすぎませんで
した｡1997年5月､固体地球研究センター実験研究棟新宮にあたり､建設工事に立ち会ったところ､遺
跡を発見するに至りました｡そこで急速発掘調査を行い､中世､古代､弥生時代､縄文時代の人々が生
活した痕跡と多くの造物を発見しました｡この遺跡は所在地の小字名をとって福呂追跡と命名していま
す｡今回の福呂遺跡の発掘調査により少なくとも8000年前からこの地域に人間が生活していたことがわ
かりました｡そこでセンタ一報20号では1997年度の調査によって明らかになった三朝地区の歴史をみて
いきたいと思います｡ (野崎i‡博)
縄文時代の三朝地区
約8000年前､三朝地区には縄文人の村がありました｡三朝の縄文人達の残 したものから､一体
何がわかるのでしょうか｡土器や石器をヒントにその解明の糸口を探してみましょう｡
土器と石器からわかる三朝縄文人の活動
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今回､たくさんの土器や石器が炉の跡のまわりから出土しました｡また､完全な形に近い状態で地面
に埋めて据え付けられた土器も出土しました (表紙写真)｡これらの出土した縄文時代の遺構と造物は､
写真3 九州系 (左) ･島根方面 (右)の土器
写真5 サヌカイトの破片 ､ _写真6 サヌカイト製の削器
今から約8000年前の縄文時代早期の
終わりから縄文時代前期のはじめ頃
のものです｡土器 ･石器ともに西日
本の広い範囲の交流を示すものが見
つかっており､三朝地区には各地の
産物が集まっていました｡
土器は､丸底でロの部分が波状に
なっています (写真 1)｡表面は､
まず貝殻で擦 り､その上に縄文を転
がしています(写真 2)｡特徴的なの
は､粘土の帯を口にはわせ､この上
に刻み目の文様を施しています｡煮
炊きに使ったのでしょう､外側に煤
が､内側にはお焦げがついています｡
この土器は､山陰地方を中心に見ら
れる縄文時代早期の終わりから前期
のはじめにかけてみられる刻み目隆
帯文土器の仲間で､他に島根県方面
や九州 ･南島に分布する土器の仲間
も出土しています (写真 3)0
石器は､隠岐島産の黒曜石と香川
県方面産のサヌカイトで作ったもの
があります｡黒曜石は､透明なガラ
ス質で山陰地方で最も多く使われる
石材です｡細かく打ち欠き､簡単な
ナイフなどに使っていたようです
(写真 4)｡サヌカイトも黒色のガラ
ス質で､風化すると白くなる石で(写
真 5)香川県の金山産が有名です｡
写真 6のような皮なめしに使ったと
考えられる道具などが出土していま
す｡黒曜石 ･サヌカイトの原産地か
ら三朝地区までは､図上の直線距離
にして約100kmから130kmあり (左図)､わざわざかなり遠くから石材を運んだようです｡
このように福呂遺跡から出土した縄文時代の遺物からは､三朝の縄文人達が遠いク二の産物を求めて､
海を渡り山を越えていった姿が想像できます｡あるいは交易で手に入れたものかも知れません｡こんな
長旅の多い縄文人達にとって､三朝は温泉で疲れをいやすのに絶好の場所だった ? と思えば面白いか
も知れません｡ (小林青樹)
中世の三朝地区
三朝町には修験道の名刺である三仏寺があります｡今回の調査では古代から中世の遺構 ･遣物を
検出しました｡そこでこれらを手懸かりに三仏寺と福呂遺跡の関係について推定してみます｡
今回確認できた古代 ･中世の遺構は密
写真7 集したピット群と数条の溝です｡これら
ピットの中に入
れられていた羽 のうち､ピット群には皿や羽釜といった
土器などが入れられていました｡また､
ピットの中には石を充填しているものも
みられました｡これらの特徴からこのピ
ット群は墓として掘られた可能性が強い
と推定しています｡
これらのピット群から出土した遺物の
中には土器類のほか､中国産青磁や､九州で多く見られる石鍋などがあります｡これらの出土遺物の中
では石鍋の存在が注目されます｡石鯛は長崎県を中心に製作され､九州各地や瀬戸内沿岸､さらには当
l 石鯛の主な分布地
時の政治の中心であった京都や鎌倉に多く運ばれています｡日本海沿岸ではほとんど出土例がありませ
ん｡さらに石鍋は寺院を中心に城郭､官街､国府などの遺跡で出土する傾向が強く､また､流通の拠点
となった集落跡から出土する傾向が強い遺物です｡このような性格を持つ石鍋が福呂遺跡で出土したの
はどのような要因によるのでしょうか｡今回出土した石鯛はこれまでの研究の成果によれば13世紀前半
の特徴をもつものでした｡三仏寺の寺伝によれば､
鎌倉時代､源頼朝が3000石の寺領を与えたという記
事があり､これを契機に流通した石鍋が今回の調査
で出土したと考えることができるかもしれません｡
源頼朝から与えられた三仏寺の寺領がどこにあった
のかは現在わかっていませんが､一般に入手困難な
石鍋が福呂遺跡から出土したことは､三徳川流域の
地域が三仏寺の寺領であったことを強く示唆するも
のといえるでしょう｡ (野崎) 写真10 三仏寺奥院 (投入堂)
最近の発掘調査から 一鹿田遺跡第7次調査-
全国初 猿形木製品出土!lrっ
医学部基礎医学棟建設工事に先だって､今年の2
J126日から発掘調査を開始し､8月6日に終了しま
した｡調査の概要をお知らせします｡
現在の地表から深さ約 1mまでは､医学校敷地
造成時 (大正10年)の盛土です｡その下には水田層
が残っていました｡水田層を取ると中世 (鎌倉 ･室
町時代)の生活面が姿を現します｡その間にあるは
ずの近世 (江戸時代)の土層は削平されています｡
中世屑の下も削平されているようで古代層は残って
いません｡最下層は古墳時代初め頃 (約1700年前)の上層でした｡
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中世の生活跡は､溝や建物を示す多くの柱穴群､井戸が残っており､西隣で行った6次調査の結果も
合わせると､建物と井戸といった生活の場を溝で囲んだ屋敷地と考えることができます｡これらは出 し
土器や重複関係から13世紀 (鎌倉時代)頃と14世紀前半 (鎌倉時代末～室町時代初め)頃の2時期に大
別できますO古い時期では建物が焼け落ちたためか､大量の炭や灰が溝の中やそのと面をJilLく覆ってい
ました｡新しい時期の溝と柱大群は全体に規模が大きく､柱穴では直径70cm･深さ80cm前後のものが
目立ち､溝は幅5m､深さ1.5m以上という大規模なものです｡当時の4=.活を坊排させる道具類は､食
器 ･碇などの焼き物が中心ですが､その他に井戸の枠に利用された漆塗りの曲物や猿の形の木製占占(写
真12)などがあります｡特に猿形木製品の烏帽子をかぶった装束は猿回しの猿をかたどったもので､全
国的にも出土例は聞かれず､芸能史の研究からも注目されます｡
古墳時代初め頃に遡ると数棟の竪穴住居と掘立柱建物､井戸､溝などがあったようです｡井戸には壷
や賓が入れられていたのですが､票はほぼ完全な形に近いものが10個程も入っていました (写真11)0
これまでも鹿田遺跡では弥生時代から中世に至る集落の痕跡を調香してきました
が､今回の成果は､従来確認していた以上の集落の広がりやその具体像をより一
層端的に語っているようです｡ (山本悦此)
猿回しの猿 (高さ9.3C皿､幅3.5cm､厚さ1.5cm)
赤色と黒色の縞模様に彩色された烏帽子を被 り､顔と尻も赤く塗られている｡手
の部分と足下には穴が穿たれ､差込式であったようだ｡14世紀前半の大溝で発見
された｡古来､猿は厩の守り神とされ､猿回しは､その宗教的儀式として始まるO
装束を着けた猿が舞うという事例は､鎌倉時代の文献(｢吾妻鏡｣等)に見られる
1245年4月21日付けの記載が最も古いようである｡ (山本)
津島岡大遺跡第19次調査開始
1998年 7月から津島キャンパスにある理学
部棟の南東側で調査を開始しました011月に
は弥生時代の水田や溝の調査を行っていると
思いますoぜひ発掘調査を見学下さい○お待
.!-jT二iミ∴ ).
これまで全くの遺跡空白地であった三朝地区で良好
な状態で追跡 ･遺物が残存していたことは私たちにも
驚きでした｡今回その成果に基づいて二朝地区の歴史
を考えてみました｡このように僅かな手懸かりからで
も地域の歴史に迫ることができるのです｡ (の)
